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序　　　　　　文
　茅野市は長野県南東部に位置する風光明媚な高原都市です。

東に八ヶ岳連峰、西に赤石山脈から続く山脚、北に霧ヶ峰山塊

を擁し、霧ヶ峰の南麓からは遠く富士山を望むことができます。

　当市には特別史跡尖石遺跡、史跡上之段遺跡や駒形遺跡をは

じめとする多くの縄文時代の遺跡、更には国宝土偶「縄文の

ビーナス」、「仮面の女神」を保有するなど、「縄文の里」として

全国にその名を知られています。それらの縄文遺跡にかくれが

ちであった弥生時代から江戸時代の遺跡も、市街地周辺におけ

る近年の発掘調査の蓄積によって、各時代の生活の様相が明ら

かになりつつあります。

　当市では市内各所で行われる各種開発事業と遺跡の保護・調

整を図るために、国庫補助事業による試掘調査ならびに本調査

等を進めてきました。その中で平成３０年度に実施した２６件の調

査成果が本報告書にまとめられています。

　報告する発掘調査は、いずれも遺跡の一部を対象に行われた

小規模なものですが、このような調査を地道に繰り返し行うこ

とで、遺跡の広がりやその性格が解き明かされていくものと期

待されます。

　最後になりましたが、発掘調査にご理解とご協力を賜りまし

た地権者ならびに事業関係者の皆さま、調査に従事された作業

員の皆さまに心からお礼を申し上げます。

令和２年２月

	 	 	 	 茅野市教育委員会　

	 	 	 	 教育長　山田利幸



例　　　　　言
　　

１　	本書は長野県茅野市が平成３１年度に国宝重要文化財等保存整備費補助金を受け作成した、平成３０年度の各種

開発事業に伴う市内遺跡発掘調査報告書である。

２　本書に掲載した遺跡は、平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までに調査した遺跡である。

３　整理作業ならびに報告書作成は、平成３１年４月２日から令和１年１２月２７日に実施した。

４　各遺跡の所在地は本文中に記した。

５　本調査に係わる出土品、諸記録は茅野市尖石縄文考古館で収蔵・保管している。

６　	発掘調査から報告書作成までに、長野県教育委員会事務局文化財・生涯学習課の諸氏からご指導、ご助言を

頂いた。記して感謝する次第である。

　　

凡　　　　　例
　　

１　本書における挿図の縮尺は、挿図中に記している。

２　	本書の掲載は試掘調査と本調査及び工事立会とも遺跡番号順とした。造成工事で行った後に行った工事立会

は、関連があるため試掘調査の記述の後に掲載している。
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第１章　市内遺跡発掘調査等事業の概要
第１節　茅野市における埋蔵文化財保護の概要
　平成３１年３月現在、茅野市における周知の埋蔵文化財包蔵地（以下、遺跡とする）は３４８箇所である。遺跡内

およびその隣接地で開発行為が計画された場合、事業者と市教育委員会との間で埋蔵文化財保護に関わる取り扱

いを協議し、試掘調査（確認調査）の実施を基本に埋蔵文化財（遺構・遺物）の有無を確認することにしている。

埋蔵文化財が確認された場合、工事の計画変更による遺跡の現状保存を事業者に求めているが、やむを得ず失わ

れる場合には、事業者の協力を得て本調査による記録保存を実施している。

　近年の当市における発掘調査等は、ほ場整備・土地区画整理・幹線道路新設事業などの公共性の高い大規模な

開発に伴うものから、宅地造成・集合住宅建築・個人住宅建築工事などの、民間・個人が事業者となる小規模な

開発に伴う発掘調査へと移行している。今後もこのような小規模開発に伴う調査は増加の一途を辿ることが予想

される。平成３０年度には、高部・安国寺歴史環境整備事業が計画され、試掘調査を実施し、本報告書にもその結

果を報告している。試掘調査の結果、本発掘調査が必要となり、本年度実施したが、その成果については別に来

年度報告予定である。

　　

第２節　平成３０年度事業の概要
　平成３０年度に受理した『土木工事等のための埋蔵文化財発掘の届出書（９３条第１項）』ならびに『土木工事等

のための埋蔵文化財発掘の通知書（９４条第１項）』は６４件である。本報告では、試掘調査が５件、本調査が１件

の他、工事立会についても掲載したが、予算の執行を伴わない慎重工事２４件は割愛した。

　これらの開発に伴う調査のほか、尖石遺跡に西に隣接する土地を保存を目的とした発掘調査として実施してい

る。これについては、改めて総括報告書にて報告予定である。

　平成３０年度国宝重要文化財等保存整備費事業補助金の「市内遺跡発掘調査等事業」の対象事業は、尖石遺跡周

辺の発掘調査も含め、補助対象事業費が５，３９４，６３１円であった。

　　

第３節　調査の体制
　発掘調査は茅野市教育委員会事務局文化財課が実施した。平成３０・３１年度の組織は下記のとおりである。

①　調査主体者　　教育長　山田利幸

②　事　務　局　　生涯学習部長　平出信次

③　文化財課・尖石縄文考古館

両角勝元（文化財課長）

守矢昌文（尖石縄文考古館長・尖石史跡整備担当）

小池岳史（考古館係長、平成３１年度より文化財係長）

小林健治（文化財係長、平成３１年３月まで）

山科　哲（平成３１年度より考古館係長）　大月三千代　小林深志　鵜飼幸雄　堀川洸太朗

④　調査担当　　小林深志　鵜飼幸雄　堀川洸太朗（平成３１年度より）

⑤　発掘調査・整理作業参加者

補助員　酒井みさを　大勝弘子　武居八千代　立岩貴江子

作業員　赤羽千雲　北澤俊弘　栁沢省一　山田善興



★上原城下町★上原城下町

★トクアミ★トクアミ

★新井下★新井下

★土佐屋敷★土佐屋敷

★小堂見★小堂見

★神ノ木★神ノ木

★中原★中原

★林の峯★林の峯

★家下★家下

★前宮★前宮

★下ッ原★下ッ原

★日向上★日向上

★一本椹★一本椹

★下蟹河原★下蟹河原

★小飼通★小飼通
★御社宮司★御社宮司

第１図　調査遺跡位置図（１／１００，０００）（工事立会を含む）
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第２図　新井下遺跡調査地点図（１／５，０００）
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第２章　試掘調査
１　新井下遺跡

遺跡番号　５９－１８

所 在 地　茅野市湖東５６５７番１、５６５９番４

調査原因　宅地造成

調査期間　平成３０年４月２日

調査面積　１２３㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　

　１　遺跡の概要

　新井下遺跡は茅野駅から北東に約７㎞、八ヶ岳西麓の湖東地区新井に所在する。遺跡の北約５００ｍの台地上に

は、国宝土偶「仮面の女神」が出土した中ッ原遺跡があり、共に湖東地区を代表する遺跡として知られている。

　新井下遺跡は古くから知られ、大正１３年発行『諏訪史』にも記載されている。昭和３３年の北部中学校建設の際

には、縄文土器石器の類が多数出土している。平成５年には湖東保育園の建設に伴い、４，０００㎡以上の発掘調査

が実施され、住居址４０（縄文前期中期、平安）、円形柱穴列３、方形柱穴列１、土坑１４１の遺構が検出され、多数

の遺物が出土した。平成７年には北部中学校の改築工事に伴い８４１㎡の発掘調査が実施され、住居址１５（縄文中

期後期、平安）、土坑１、ピット多数が検出されている。縄文集落は環状を形成するとみられる規模の大きい遺

跡である。このような大規模調査のほか、道路改良工事や用水路取り換え工事などの小規模なものまで、数次に

わたる調査が行われてきた。

　２　調査の概要

　この新井下遺跡の北東端で、宅地造成が計画された。隣接する対象地の北西には湖東保育園があり、この時の



図版１　遺跡近景（東から）

第３図　新井下遺跡調査位置図（１／６００）

図版２　作業風景（南から）
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調査で多くの遺構が検出されているため、試掘調査を行いその結果をもって改めて協議することとした。

　調査は、重機により４本のトレンチをあけ遺構の有無を確認した。その結果、すべてのトレンチで遺構の検出

はなく、遺物の出土もなかった。湖東保育園建設時の調査でも、遺構は西側に多く検出され、東側に行くに従っ

て遺構の分布が薄くなっていく様子がみられたことから、この範囲内で遺構の分布は終わるものと考えられた。

　　



第４図　前宮遺跡調査地点図（１／５，０００）
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２　前宮遺跡

遺跡番号　１２９－２５

所 在 地　茅野市宮川２０４４、２０４１、２０４２番地

調査原因　擁壁工事および交流センター建設

調査期間　平成３０年１２月４日～６日

調査面積　１０８㎡

遺　　構　住居址１、土坑３、溝址２

遺　　物　土師器、須恵器、カワラケ、陶磁器

　　

　１　遺跡の概要

　前宮遺跡は縄文・弥生・古墳・奈良・平安・中世・近世の遺構遺物が遺る遺跡である。遺跡内には古墳群が構

築されている。中世には諏訪大社大祝の居館があったところで、諏訪神社の重要な神事が行われ、その一部が諏

訪大社上社前宮神殿跡として長野県史跡に指定されている。

　２　調査の概要

　今回通知された箇所は、前宮本殿に向かう参道の西側で、地元の歴史や観光情報などの発信および来訪者の休

憩場所とする施設の建設。交流広場として整備するための土留め工事が行われる予定である。

　上段の西側は水田として利用されていたところで、さらにその南側の上段の住宅地とは６ｍ以上の段差があ

る。そこで土留め用の擁壁を設置後、交流広場として利用する計画である。下段の東側は東側の参道に面したと



第５図　前宮遺跡調査位置図（１／６００）

図版３　調査風景１ 図版４　調査風景２
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ころを駐車場とし、奥の西側に交流センターとしての建物とトイレを建設する計画である。

　この扇状地の傾斜の中の平坦な面について、当初は古い段階での造成によりできたもので、遺構などは削平さ

れ残っていない可能性も考えられた。

　調査は擁壁を設置する西側の箇所について、重機によりトレンチを入れ調査を行った。西側から東側へと掘削

を進めていったが、最初に住居址になると考えられる掘り込みと遺物が出土し、続いて土坑や溝などが検出され

ていった。こうした調査の結果、住宅地との段差は、古い時代の造成などではなく、断層による段差の可能性を

指摘されている。

　交流センター建設予定地も同時に試掘調査する予定であったが、まだ詳細な設計が出来ていないため、後日試

掘調査を行うとしていたが、上段で遺構が検出され、翌年度当初に発掘調査を行うこととなったので、これに合

わせて試掘調査を行うこととなった。

　検出した遺構は、平面プランの測量をした後に埋め戻しを行い、後日の発掘調査に備えた。また、出土した遺

物は地点を記録し、取り上げを行っている。

　　



第６図　平面図１（１／６０）

図版５　住居址１ 図版６　土坑１
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第８図　平面図３（１／６０）

第７図　平面図２（１／６０）

土坑2

×4

×3

▲

土坑3

溝1

溝2

▲

耕作土暗褐色土
水田床土 灰褐色土(水田耕土)
赤褐色土
水田床土 灰褐色土　径4㎝の炭が混じる

×6

×5

-8-



図版７　土坑３ 図版８　溝１（奥）・２（手前）
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第９図　小堂見遺跡調査地点図（１／６，０００）

小堂見遺跡小堂見遺跡
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３　小堂見遺跡

遺跡番号　１６０－１３

所 在 地　茅野市玉川３０７５－２、３０７６－ロ、３０７８、３０７９、３０８５

調査原因　宅地造成

調査期間　平成３０年４月２日～３日

調査面積　１３４㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　

　１　遺跡の概要

　小堂見遺跡は八ヶ岳山麓の東西に延びる痩せ尾根状の台地に立地する。平成３年に遺跡範囲東側の台地平坦面

で宅地造成に伴う試掘調査が行われ、平安時代の竪穴住居址３軒と土坑（落し穴）１基が確認された。その後、

平成７年に行われた農道建設工事に伴う発掘調査では、縄文時代中期初頭の竪穴住居址１軒と土坑１７基が、台地

の北側斜面から検出された。その後、個人住宅建設等による小規模な調査が数ヵ所で実施されており、縄文時代

の遺構・遺物が発見されている。また、平成１９年に店舗及び医療施設建築工事に伴って発掘調査を実施し、縄文

時代の住居址３軒と土坑が検出されている。

　２　調査の概要

　今回通知された箇所は、平成１９年に医療施設建設に伴って発掘調査を実施した地点の西側に隣接している。総

面積２，３８９㎡の土地に７区画の宅地を造成するものである。そこで、各区画の境に設置する擁壁部分について重

機によるトレンチ調査を実施し、遺構の有無を確認した。

　調査の結果、どのトレンチからも遺構の検出はなく、遺物の出土もなかった。しかし、各区画内に遺構の検出

される可能性がある事から、各個人住宅の建設時にも文化財保護法９３条の提出を求め、基礎工事の際に工事立会

を行うこととした。それぞれの立会結果についても、併せて記した。



第１０図　小堂見遺跡調査位置図（１／８００）

図版９　調査風景（北東から） 図版１０　調査風景（南から）
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遺跡番号　１６０－１４

所 在 地　茅野市玉川３０８０－１

調査原因　駐車場造成・ガレージ建設

調査期間　平成３０年１０月１６日・１１月２６日

調査面積　１８０㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　

　１　調査の概要

　今回通知された箇所は、平成１９年に医療施設建設に伴って発掘調査を実施した地点の北側に隣接している。総

面積６１５㎡の土地を造成し、駐車場を設け、ガレージを建設するものである。擁壁部分およびガレージ基礎部分

の掘削に際して工事立会を行ったが、北斜面に盛土を行い平坦にしてある範囲内で、遺構の検出はなく、遺物の

出土もなかった。

　　



図版１１　北側（東から）擁壁部分掘削 図版１２　基礎部分掘削（南から）

図版１３　調査風景１（北から） 図版１４　調査風景２（北から）

-12-

遺跡番号　１６０－１５

所 在 地　茅野市玉川３０８５－１

調査原因　個人住宅建築工事

調査期間　平成３０年１０月１５日

調査面積　７０㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　

　１　調査の概要

　今回通知された箇所は、平成１９年に医療施設建設に伴って発掘調査を実施した地点の西側に隣接している。総

面積３００㎡の土地に個人住宅を建設するものである。

　平成３０年４月の宅地造成に伴う試掘調査で今回の敷地の南北と西側の擁壁部分について試掘調査を行っている

が、遺構の検出のなかった個所である。しかし、隣接地で縄文時代の住居址を検出していることから、遺構の検

出の可能性があることから、基礎工事の際に工事立会を行った。しかし、遺構の検出はなく、遺物の出土はな

かった。

　　



図版１５　調査風景（南から） 図版１６　調査風景（北から）
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遺跡番号　１６０－１６

所 在 地　茅野市玉川３０８５－内

調査原因　個人住宅建築工事

調査期間　平成３０年１０月３１日

調査面積　３７㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　

　１　調査の概要

　今回通知された箇所は、平成１９年に医療施設建設に伴って発掘調査を実施した地点の西側に隣接している。総

面積３００㎡の土地に個人住宅を建設するものである。平成３０年４月の宅地造成に際し、敷地の北側と西側の擁壁

部分について試掘調査を行っているが、遺構の検出や遺物の出土はなかった。

　今回の造成地の中では最も南側で、尾根の頂部にあたることから遺構の検出が期待された。しかし、基礎部分

の掘削に際して工事立会を行ったが、遺構の検出はなく、遺物の出土はなかった。

　　

遺跡番号　１６０－１７

所 在 地　茅野市玉川３０７９－２

調査原因　個人住宅建築工事

調査期間　平成３０年１１月１９日から２０日

調査面積　３２㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　

　１　調査の概要

　今回通知された箇所は、平成１９年に医療施設建設に伴って発掘調査を実施した地点の西側に隣接している。総

面積２２７㎡の土地に個人住宅を建設するものである。

　外周の擁壁部分について試掘調査を行っているが、遺構の検出がなかった個所である。しかし、隣接地で縄文

時代の住居址を検出していることから、遺構の検出が期待された。今回の調査区は、事前に柱状改良が行われた

が、その際には掘削面積が狭いことから工事立会を行わなかった。その後の基礎部分の掘削に際して工事立会を

行ったが、遺構の検出はなく、遺物の出土はなかった。



図版１７　調査風景１（西から） 図版１８　調査風景２（北から）

図版１９　調査風景１（北から） 図版２０　調査風景２（東から）
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遺跡番号　１６０－１８

所 在 地　茅野市玉川３０７６－１、３０７５－２

調査原因　個人住宅建築工事

調査期間　平成３１年１月１０日

調査面積　２６㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　

　１　調査の概要

　今回通知された箇所は、平成１９年に医療施設建設に伴って発掘調査を実施した地点の西側に隣接している。総

面積２４７㎡の土地に個人住宅を建設するものである。平成３０年４月の宅地造成に際し、西側の擁壁部分について

試掘調査を行っており、遺構の検出や遺物の出土は見なれなかったが、隣接地で縄文時代の住居址を検出してい

ることから、基礎工事に際して工事立会を行った。

　工事立会の結果、北側は盛土の範囲内であり、遺構の検出は望めなかった。南側については、土壌の残りがよ

く、遺構の検出が期待されたが、掘削がローム漸移層まで至らなかったため遺構の検出はなく、遺物の出土もな

かった。

　　



第１１図　土佐屋敷遺跡調査地点図（１／６，０００）
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４　土佐屋敷遺跡

遺跡番号　２１８－２

所 在 地　茅野市本町東５３０６－１、５３１２－１、５３１３－１・６・８

調査原因　集合住宅建設工事

調査期間　平成３０年７月２３日～２５日

調査面積　１７７㎡

遺　　構　なし

遺　　物　土器、黒曜石

　　

　１　遺跡の概要

　土佐屋敷遺跡は鬼場城跡（２１７）の南麓に位置し、国道１５２号を挟んで御座石神社（２１９）と対峙している。「土

佐屋敷」の地名は、鬼場城城主の日常の館とみる説があり、「土佐」については「矢崎氏系図」にみられる「土佐」

と考えられている。なお、地点図中の棚畑遺跡は、国宝土偶「縄文のビーナス」出土地とは別遺跡である。

　土佐屋敷遺跡からは昭和１７年頃に奈良時代末～平安時代初期とみられる立鼓柄太刀が発見されている。また、

平成１０年度には国道１５２号線の改良工事に伴い発掘調査が実施され、土坑１６基・埋甕炉１基の他、縄文・中世の

遺物が発見されている。

　２　調査の概要

　今回通知された箇所は、総面積２，６３７㎡の土地に３棟の集合住宅を建設するものである。

　建物を建設する個所を中心に重機により３本のトレンチを設定して実施した。調査の結果、遺構の検出はな

かったが、１区トレンチの２層から黒曜石が、３層から時期不明の土器片が出土した。

　　



第１２図　土佐屋敷遺跡調査位置図（１／５００）

第１３図　土佐屋敷遺跡調査土層図（１／６０）
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図版２２　調査風景２（西から）

図版２１　調査風景１（西から）
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第１４図　トクアミ遺跡調査地点図（１／５，０００）
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５　トクアミ遺跡

遺跡番号　３１７－４

所 在 地　茅野市豊平４９４０－１

調査原因　大学校舎増築工事

調査期間　平成３０年８月２８日～３０日

調査面積　１４２㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　

　１　遺跡の概要

　トクアミ遺跡は東京理科大学諏訪短期大学の４年制の移行に際し、造成工事が行われることになったため、平

成９年度に分布調査を行い、遺物が採集されたため遺跡登録された。

　敷地内の試掘調査を行い、遺構の検出を見たため調査を行い、平安時代の竪穴住居址をはじめ、中世の掘立柱

建物址、方形竪穴、溝址などを検出している。

　平成１９年度には研究棟および機械室の建築範囲に４本の試掘坑を設定し、遺構検出面となる明黄褐色土層

（ローム層）まで掘り下げることにした。その面までの深さは現況地盤以下約５０㎝であった。精査を進めると、

調査区北側の東壁に、抜根と異なる黒色土の落ち込みが検出され、遺構か否かを判断するために掘り下げを行っ

た。人工の落ち込みであることは確実で、壁の状態からみて落し穴であると判断した。覆土から縄文土器と思わ

れる細片が得られたため、縄文時代の落し穴である可能性がある。
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　２　調査の概要

　今回通知された箇所は、公立諏訪東京理科大学の敷地内約１，５００㎡の土地に９号棟を建設するものである。こ

こはトクアミ遺跡（遺跡番号３１７）の範囲内で、これまで大学建築に際して発掘調査が行われてきたほか、校舎

を増築するたびに試掘調査や発掘調査が繰り返されてきた。

　計画が示されたのは昨年度で、２月２６日に現地にて理科大側と打ち合わせ協議を行った。そこで、この建設予

定地が遺跡に該当することから、まず試掘調査を行い、その結果に基づいて再度協議を行うこととなった。試掘

調査については、授業のない夏休み期間中に行うこととし、さらに大学での行事のない盆過ぎに行うことで調整

を行った。

　今回の９号棟建築予定地は、７号棟の北側にあり、周辺より一段高く築山のようになっており、現在はサクラ

やドウダンツツジなどが植栽された緑地となっている。植栽整備前もシラカバやキハダ、カラマツなどがあった

ようである。

　試掘調査は、重機を用いてトレンチをあけていく方法をとったが、樹木や伐採した切株などをよけながらの掘

削となった。

調査経過

８月２８日（火）晴れ一時雨

重機によるトレンチ掘削。作業は半日で終了する。

８月２９日（水）晴れ一時雨

作業員を動員し、トレンチの清掃を行う。山林内であるため、根の切除に苦労する。２時ころまでに清掃作業を

終了し、写真撮影と平面図作成。土層断面観察を行う。作業は一時雨に降られる中、５時過ぎまでかかって終了

する。

８月３０日（木）晴れ

重機による埋め戻し作業。

　３　調査トレンチの概要

　建物を建設する個所を中心に重機により５本のトレンチを設定して実施した。調査の結果、遺構の検出や遺物

の出土はなかったが、４区トレンチの南側で何らかの埋設の痕跡があった。

１号トレンチ

　南側３ｍほどからは、ペットボトルや農業用マルチなどが出土し、７号棟建設時の盛土と考えられる。ローム

面までは７０㎝あり、上層４０㎝は表土層、下層は暗褐色土である。

２号トレンチ

　１号トレンチと同じく、南側３ｍほどは造成による盛土である。ローム面までは５５㎝あり、上層が表土、下層

が暗褐色土である。

３号トレンチ

　ローム面までは６０㎝あり、上部１８㎝にロームによる盛土がある。中層が表土層で、４０㎝、下層が暗褐色土であ

る。

４号トレンチ

　ローム面までは６０㎝あり、上層３５㎝が盛土と表土、下層が暗褐色土である。南側で水道管などを埋めたかと思

われる砂利の入る溝を確認したが、掘り下げは行わなかった。

５号トレンチ

　ローム面までは５６㎝ある。上層に腐葉土が１６㎝あり、その下に１５㎝のロームによる埋土がある。下層が暗褐色

土で、２５㎝を測る。



第１５図　トクアミ遺跡調査位置図（１／３００）
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図版２７　４号トレンチ（南から） 図版２８　５号トレンチ（南から）

図版２３　遺跡全景を大学７号棟の屋上から望む（南から） 図版２４　１号トレンチ（南から）

図版２５　２号トレンチ（南から） 図版２６　３号トレンチ（南から）
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第１６図　神ノ木遺跡・下ッ原遺跡調査地点図（１／５，０００）
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第３章　本調査および工事立会
１　神ノ木遺跡

遺跡番号　５３－４

所 在 地　茅野市北山８８９４－１の一部

調査原因　倉庫建築

調査期間　平成３０年６月４日

対象面積　８４㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　

　１　遺跡の概要

　神ノ木遺跡は、縄文時代前期の神ノ木式土器の標式遺跡である。県営ほ場整備事業に伴う試掘調査が平成６年

度に実施され、縄文時代前期前半を主体とする集落址が確認されると共に、遺跡の範囲約１５，０００㎡が特定されて

いる。

　２　調査の概要

　申請された事業は倉庫建設工事で、建築面積は８４．５９㎡である。計画地は、昭和２７年に発掘調査が実施され、

後に神ノ木式土器の標識資料となる土器が出土した住居址と比較的近い場所に位置し、遺構・遺物の分布する可

能性は高いと考えられた。平成８年に実施した試掘調査では、縄文前期前半の遺構・遺物が検出されている。同

時に長芋栽培の深耕による撹乱も多数あり、土層の遺存状態は良好といえないことも確認されている。

　本工事の基礎工事はベタ基礎で、床面部分の掘削深度が約３０㎝、外周の布基礎が西側で幅約６０㎝で掘削深度が



図版２９　調査風景１（東から） 図版３０　調査風景２（北から）
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約６０㎝、東側で５０㎝である。遺跡への影響については、試掘調査後の造成で、現状より１．４ｍほど盛土が行われ

ている中での工事となり遺跡への影響はないと考えられる。以上から、本工事に伴う遺跡の保護措置は工事立会

とした。

　工事立会の結果、基礎工事は盛土の範囲内であり、遺物包含層や遺構に影響のないことが確認できた。

　　

遺跡番号　５３－５

所 在 地　茅野市北山８９１２－３

調査原因　法面改良工事

調査期間　平成３０年１０月１８日

調査面積　２００㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　

　３　調査の概要

　本工事は遺跡北東端の北斜面の法面工事で、斜面下の用水と法面の改修を行うものである。このため、斜面上

の遺跡には直接影響を与えるものではないと考えられる。以上から、本工事に伴う遺跡の保護措置は工事立会と

した。

　工事立会の結果、遺構の検出はなく、遺物の出土もなかった。

　　

２　下ッ原遺跡

遺跡番号　５５－３

所 在 地　茅野市北山字姥ケ懐６９１５－１７

調査原因　個人住宅・店舗兼用

調査期間　平成３０年５月２４日

対象面積　３７８㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　



第１７図　中原遺跡調査地点図（１／５，０００）
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　１　遺跡の概要

　下ッ原遺跡は芹ケ沢の南西側高台にあり、神ノ木遺跡の西に位置する。表面採集により縄文時代中期後半の土

器片と石鏃・打製石斧・石匙・石錐が採集されている。平成１８・１９年度に広域営農団地農道整備事業に伴う発掘

調査が行われたが、大きく盛土により造成されており、遺構の検出に至っていない。

　２　調査の概要

　今回通知された工事は、住宅兼店舗の新築工事に伴うものである。ここは、かつて水田であったところに盛土

し、畑地となっていたところで、工事図面を見てもその盛土の深さを超えることがない。そのため保護措置は工

事立会いとした。

　工事立会の結果も、盛土の深さを超えることはなく、遺構の検出や遺物の出土もなかった。

　　

３　中原遺跡

遺跡番号　６８－４

所 在 地　茅野市豊平６４０－３

調査原因　倉庫建築

調査期間　平成３０年４月１２日～１３日

調査面積　１８㎡

遺　　構　縄文住居址１

遺　　物　縄文土器、磨石

　　

　１　遺跡の概要

　中原遺跡は豊平地区の西端に位置し、起伏に富んだ丘陵の一台地状平坦面に立地する。西側は上川の浸食によ

り急崖を呈している。台地の幅は約１００ｍを測り、平坦面から南側斜面が遺跡として登録されている。台地の東

側の谷間に下菅沢地区があり、台地裾の所々から清水が湧き出している。

　当遺跡は発掘調査歴の古い縄文時代の集落遺跡である。調査はこれまでに４回行われている。最初の調査は、

昭和２６年の福沢区公民館の一事業で、宮坂英弌氏の指導を受けて行われた。前年に発見された石囲炉を含め、縄

文時代の住居址３軒（中期後半２軒、後期？１軒）が調査された。２回目は昭和５５年である。工場建設に伴い

４３０㎡が調査され、縄文時代中期後半の住居址４軒と同時期と考えられる土坑４４基が検出された。住居址は土坑



第１８図　中原遺跡調査位置図（１／４００） 図版３１　出土土器（口径２２㎝）

第１９図　検出した遺構（１／６０）
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群の南側に位置し、昭和２６年検出の住居址は土坑群の東側に位置することが確認された。土坑の大半は長軸１．４

ｍ、短軸１ｍほどの不整楕円形を呈し、硬玉製垂飾１点、琥珀製垂飾２点のほか、中期後半の一括土器が出土し

たものがある。土坑の規模・形態と出土遺物からみて、大半は墓坑と考えられている。これまでに検出された住

居址７軒と土坑群の位置関係から、中期後半段階に「環状集落」が形成されていた可能性が指摘されている。

　２　調査の概要

　今回通知された工事は、工場隣接地に倉庫を建設するものである。ここは、遺跡の南西端で南向き斜面となっ

ている。

　基礎工事は１．８ｍ×２ｍの区画で１０ヶ所設けるが、南側は傾斜により盛土となり、掘削が行われるのは北側の

４箇所だけである。掘削面積が狭いことから、遺跡の保護措置は工事立会とし、遺構が検出された際には再度協

議を行い、発掘調査に切り替えることとした。

　工事立会の結果、東側の１区から３区までには遺構が検出されず、遺物の出土もなかったが、西側の４区で地

表面から２０㎝掘り下げたところで住居址の掘り込みを検出した。そこで、この調査区を発掘調査することとし、

作業員を動員して掘り下げと測量を行った。周辺については、盛り土となるため、調査範囲の拡張は行っていな

い。

　３　住居址

　検出したのは住居址の南西隅にあたる。平面規模は不明であるが、３区でこの住居址が確認できないことか

ら、径は５ｍに満たないものと考えられる。北東側は壁の深さが４０㎝ほどあるが、南東側は床面と外側がほぼ同

レベルで、深さ８㎝の周溝によって遺構の範囲が分かる程度である。壁面近くに柱穴があり、外周に床が貼って

あった。柱穴の南に伏甕と思われる口縁部が出土している。また、柱穴の北側には磨石のほか、石囲い炉に用い

たかと思われる自然礫が２個出土している。壁に接する穴は、深さが１０㎝ほどと浅い。

　本住居址の時期は、出土した土器から、中期後半の曽利２式になると考えられる。

　　



図版３２　住居址（西から） 図版３３　住居址（北から）

図版３４　調査風景１（西から） 図版３５　調査風景２（南から）
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４　日向上遺跡

遺跡番号　７４－１０

所 在 地　茅野市豊平５５８９－４

調査原因　個人住宅

調査期間　平成３１年２月１９日

対象面積　２８４㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　１　遺跡の概要

　日向上遺跡は、標高９２０メートルの台地上に位置し、『諏訪史』第１巻にも記録されるなど古くから知られた遺

跡である。戦前に宮坂英弌氏が注目し、初めて竪穴住居址を完掘した遺跡としても知られる。現在の集落とほぼ

範囲を同じくしているため、大規模な発掘は行われていないが、住宅の建設など何箇所か工事に際し立会を行

い、縄文時代の住居址や中・近世の掘建柱建物址などが検出されている。

　２　調査の概要

　今回の届出は個人住宅の建て替え工事に伴うもので、日向上遺跡の中央部に近い。基礎工事は、床面のベタ基

礎部が掘削深度約２５㎝、外壁部の布基礎の掘削深度が約６０～８０㎝・幅約６０㎝である。ベタ基礎部は掘削が浅く、

布基礎部分は狭量であることから、今回の遺跡の保護措置は、工事立会いとした。

　工事立会の結果、旧住宅の基礎の撤去と造成により、遺構検出面を確認できなかった。



第２０図　日向上遺跡調査地点図（１／５，０００）
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５　一本椹遺跡

遺跡番号　１０７－７

所 在 地　茅野市塚原１丁目４２１６－１、２、４２１７－３

調査原因　個人住宅

調査期間　平成３０年１２月２５日

対象面積　３１８㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　

　１　遺跡の概要

　一本椹遺跡は縄文時代中期から古墳時代、平安時代から中世まで継続した集落遺跡で、古墳時代には「永明寺

山腹古墳群」が築造されている。過去、複数回の発掘調査が行われている。昭和４８年市道改良工事に伴う発掘調

査では、縄文時代中期住居址と弥生時代後期住居址が各６軒、後期古墳が１基検出されている。

　２　調査の概要

　今回届出された工事は個人住宅建築工事に伴うものである。基礎はベタ基礎で２０㎝の掘削を行い、外周は深さ

６１㎝、幅３０㎝の掘削となる。今回の計画深度では外周の基礎部分が遺構に達する可能性がある。そこで、保護措

置は工事立会いとした。

　工事立会の結果、基礎による掘削が宅地造成の際の盛り土内で収まっており、遺構検出面に至らないことを確

認した。また、遺物の出土もなかった。



図版３６　調査風景１（北から） 図版３７　調査風景２（西から）

第２１図　一本椹遺跡調査地点図（１／５，０００）
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６　家下遺跡

遺跡番号　１１０－６６

所 在 地　茅野市ちの２５８７番

調査原因　個人住宅

調査期間　平成３０年４月２６日

対象面積　５５４㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　

　１　遺跡の概要

　家下遺跡は茅野駅の西に走る断層崖下の沖積低地に立地する。時代的には縄文時代から近世まで継続する集落

遺跡で、現時点において時代の中心は弥生時代から古墳時代である。平成６年から３ヶ年かけて行われた土地区

画整理事業に伴う発掘調査を緒とし、集合住宅・個人住宅建築工事などに伴う大小の発掘調査により、遺跡の実

態が徐々に明らかにされている。平成２５年度の保育園建替えに伴う発掘調査では弥生中期から平安前期までの１４

軒の住居址が見つかっている。

　２　調査の概要

　今回届出された工事は個人住宅建築工事に伴うものである。基礎部分の掘削は深度４３㎝である。今回の建築

は、建て替えによるものであり、旧住宅によって遺跡が荒らされていると考えられる。そこで、解体工事と基礎



図版３８　調査風景１（北から） 図版３９　調査風景２（北から）

第２２図　家下遺跡・下蟹河原遺跡調査地点図（１／５，０００）
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工事の際に工事立会を行い遺跡の状況を把握した。

　この周辺は、八ヶ岳山麓の様な火山灰土は見られず、遺構検出面が砂地である。旧住宅の基礎は意外と浅く、

遺構の検出が期待されたが、確認できなかった。また、遺物の出土もなかった。

　　



図版４０　調査風景１（東から） 図版４１　調査風景２（部分）
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７　下蟹河原遺跡

遺跡番号　１１２－１６

所 在 地　茅野市ちの２５７４番７

調査原因　自動車車庫

調査期間　平成３１年２月２５日

対象面積　２９２㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　

　１　遺跡の概要

　下蟹河原遺跡はＪＲ茅野駅の西側に位置し、上川沖積段丘面の断層崖下に形成された微高地一帯に立地する。

昭和６年に出土した古墳時代初頭の土器群で著名な遺跡であるが、立地からみて弥生時代から中世まで継続する

集落遺跡であると推測される。北西に隣接する家下遺跡とは、以前は別の遺跡として認識されていたが、双方の

遺跡が試掘調査などで範囲を拡大していく中で、境界を接してしまっている。本来同じ遺跡としてとらえるのが

妥当であるが、それぞれ歴史的にも知られている遺跡であるためそのままとしている。

　今回提出された届け出は、現在の区分で言えば家下遺跡であるが、境界に接しているためそのまま受理してい

る。平成２５年に同一敷地に建築された個人住宅の建築に際しては、家下遺跡として届け出が提出されている。

　２　調査の概要

　今回届出された工事は住宅敷地内に自動車車庫を建築するものである。基礎部分は掘削深度約５０㎝、幅約５０㎝

四方で、６本の基礎を掘るもので、内部は掘削を行わない。掘削範囲が狭いため、今回の保護措置は工事立会と

した。

　工事立会の結果、敷地内は車庫のコンクリートを打設する際に荒されており、遺構の検出はなく、遺物の出土

もなかった。

　　



第２３図　小飼通遺跡調査地点図（１／５，０００）
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８　小飼通遺跡

遺跡番号　１３４－３

所 在 地　茅野市宮川３７０３－１、３７０２－１、３７１９－３、３７０５－４、３７０５－６

調査原因　個人住宅

調査期間　平成３０年１２月８日

対象面積　４６７㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　

　１　遺跡の概要

　小飼通遺跡はその地形の良さや杖突峠の麓という交通の要所であることから、近くには古墳が数多く造られ、

中世の時代には安国寺が置かれるなど繁栄した場所である。「諏訪史」第一巻には遺物発見地として本遺跡が記

されている。また、縄文時代の遺物も数多く出土しており、土偶や石剣、耳飾りが出土したという記録も残って

いる。しかし、実際に調査が行われたことはなく、その実態は判然としていない。

　２　調査の概要

　今回届出された工事は個人住宅建築工事に伴うものである。基礎工事は建物外周を幅約４０～９０㎝、深さ約６０㎝

掘削する予定である。今回の工事は畑地に新しく住宅を建築するものであるが、掘削にかかる部分は狭窄なこと

もあるので保護措置は工事立会いとした。

　工事立会の結果、高い石積みにより造成されており、傾斜の高い場所においても盛土の範囲内であり、遺跡に

与える影響はないものと判断した。

　　



図版４２　調査風景１（東から） 図版４３　調査風景２（部分）
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９　御社宮司遺跡

遺跡番号　１４３－２８

所 在 地　茅野市宮川５８１０－１６

調査原因　事務所建築

調査期間　平成３０年８月２２・２３日

対象面積　２３２㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　

　１　遺跡の概要

　御社宮司遺跡は中央自動車道建設に伴う発掘調査によって、縄文晩期の遺構・遺物が発見され、同時期の沖積

低地に築かれた拠点的集落と位置づけられている。その後の大小の調査によって、その実態が徐々に解明されて

いる。近年では、国道２０号坂室バイパス建設に伴う調査が２００４年から２００７年にかけて長野県埋蔵文化財センター

によって実施され、縄文・平安の遺物、中世の集落跡、近世の水田跡などが発掘されている。

　２　調査の概要

　今回届出された工事は、事務所の建築工事に伴うもので、平成２９年度に造成工事を行う際に擁壁部分の工事立

会を行い、遺構の検出や遺物の出土のなかったところである。

　工事は、現地表面から３０㎝盛土をしたのち幅５０㎝、深さ６０㎝の基礎を掘り下げるものである。掘削は現地表面

から３０㎝ほどで、表土内で収まると考えられるため、保護措置は工事立会いとした。

　工事立会では、計画深度まで掘り下げるが、埋め戻しの痕跡が確認された。

　　

遺跡番号　１４３－２９

所 在 地　茅野市宮川５８５０－１０

調査原因　個人住宅

調査期間　平成３０年１１月２７日

対象面積　２７４㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　



第２４図　御社宮司遺跡調査地点図（１／５，０００）

図版４４　調査風景１（東から） 図版４５　調査風景２（東から）
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　２　調査の概要

　今回届出された工事は、個人住宅の建築工事に伴うもので、全面をベタ基礎、外周を現地表面から幅５０㎝、深

さ６０㎝の基礎を掘り下げるものである。遺跡の東端にあたり、平成１６年に隣接地の調査を行っているが、地表下

７０㎝掘り下げても遺構確認面に達していなかった。このことから、保護措置は工事立会とした。

　工事立会の結果、計画深度まで掘り下げるが、遺構確認面に達しなかった。

　　



第２５図　林の峯遺跡調査地点図（１／５，０００）

図版４６　調査風景１（北から） 図版４７　調査風景２（部分）
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１０　林の峯遺跡

遺跡番号　１４７－４

所 在 地　茅野市宮川５０１０－１０３・１０４

調査原因　防災倉庫建築

調査期間　平成３０年１０月２日

対象面積　３７４㎡

遺　　構　なし

遺　　物　なし

　　

　１　遺跡の概要

　林の峯遺跡　は「県営ひばりヶ丘団地」建替に伴い、平成７・８・１１年に発掘調査が行われ、旧石器時代後期

と推定される黒曜石石核４点が同一個所から出土し注目された他、縄文時代中期の住居址４軒をはじめとする遺

構・遺物が発見されている。その他、弥生土器・土師器の出土記録もある。

　２　調査の概要

　今回計画された事業は公民館に隣接する広場に防災倉庫を建設するものである。布基礎で幅約４５㎝、深さ約３５

㎝前後であり、広場にする際平地にするため造成されている可能性もある。そこで今回の保護措置は基礎掘削時

の立会調査とした。

　工事立会の結果、広場の造成により、盛り土の下には遺物包含層、ローム漸移層は確認できず、直ちにハード

ローム層となっており、かつて遺構があったとしてもすでに削平されているのではないかと考えられた。

　この工事立会による遺構の検出や遺物の出土はなかった。
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１１　上原城下町遺跡

遺跡番号　２２４－２４２

所 在 地　茅野市ちの７７０－１、７７０－２、７７０－４

調査原因　個人住宅建築

調査期間　平成３１年３月１９日～２２日

調査面積　４２㎡

遺　　構　古墳時代住居址１

遺　　物　古墳時代土師器・須恵器

　　

　１　遺跡の概要

　霧ケ峰山塊の南縁を形成する永明寺山（１，１５６ｍ）の南西一帯は、かつて城下町が形成されていたことから広

く遺跡として認識されている。永明寺山裾より南にある上川沖積地に向かって広がる平坦な段丘面上に存在し、

ＪＲ中央線と国道２０号線に沿って長く伸びる。永明寺山山腹には多くの古墳が確認されており、それに応じるよ

うに本遺跡からも多くの住居址がみつかっている。近年では広範囲にわたる大小様々な発掘調査の継続により、

その成果が集積されつつある。中世に築城された上原城とその城下町が遺跡名の由来であるが、現在ではそれ以

上に弥生～古代、そして中世と長期にわたる人の生活の痕が次々と見つかっている。また、そうした調査の中に

は数は少ないが縄文土器や石器、黒曜石といった遺物も出土している。

　平成４年からの文化財保護法に基づく届け出は、２４５件に及び、平成３０年度だけでも１０件の届け出があった。

その多くは個人住宅の建築に伴うもので、基礎工事の際に立会いを行っている。

　工事立会では、掘削面が遺構検出面に達しないものもあり、遺構を確認しても掘削面がそれ以上深くならない

場合は、遺構の掘り下げは行わず、平面プランの測量を実施して終了となるものもある。

　今年度発掘調査に至ったものは、１件で、他は基礎工事の際の工事立会で、遺構検出面まで至っていないこと

を確認し、終了したものである。

　２　調査の概要

　今回の調査地は、茅野駅前から続く茅野断層の北端で、段差が解消され傾斜が緩くなっている個所にある。

　かつては水田や畑として利用されてきたが、住宅の集中するところである。今回はその内の１件で、現地表面

をベタ基礎により約８０㎝掘り下げる計画であったため、事前に発掘調査を行うこととした。

　調査は、地表より重機により遺構の検出面まで掘り下げを行うこととした。掘り下げた結果、ほとんどは礫の

多く混じる黒土の盛土となっていた。水田を時期によって造成し直しているようで、調査区の北側と東側の断面

では２枚の水田の床土を確認できる。

　８０㎝ほど掘り下げたところで、東側に二次堆積した薄いローム層があり、そこで遺構が検出できた。その下や

西側は流されてきた礫混じりの土層となる。

　検出した遺構は、掘り下げ前は出土した古墳時代の土師器や須恵器片から、直線的に延びる大きな方形の住居

址になると思われたが、掘り下げてみるといくつかの後世の撹乱もあり、住居の規模は明らかでない。深さも僅

か数㎝で、遺物の出土も少なかったが、平安時代の須恵器大形甕の把手が出土している。

　　



第２６図　平成３０年度　上原城下町遺跡調査地点（１／５，０００）
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第２７図　調査位置図（１／２００）

図版５０　遺物出土状態（東から） 図版５１　遺構完掘状態（北から）

図版４８　調査風景（西から） 図版４９　遺構検出応対（北から）
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図版５２　須恵器把手（約１／２）

図版５３　調査風景１（北から） 図版５４　調査風景２（西から）
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遺跡番号　２２４－２３７

所 在 地　茅野市ちの３１７番７

調査原因　個人住宅建築

調査期間　平成３０年５月２８日

対象面積　２１２㎡

遺構遺物　基礎工事は盛土および表土層内で、遺構は検出されなかった。また、遺物の出土もなかった。

　　



図版５５　調査風景１（北から） 図版５６　調査風景２（北から）

図版５７　調査風景１（西から） 図版５８　調査風景２

-39-

遺跡番号　２２４－２４０

所 在 地　茅野市ちの１８７０－１・５

調査原因　個人住宅建築

調査期間　平成３０年１２月６・７日

対象面積　４１５㎡

遺構遺物　�基礎工事は、表層改良を行うのもで、表土層と薬剤を攪拌するものである。遺構確認面で作業を中断

してもらい、観察したが、遺構は検出されなかった。また、遺物の出土もなかった。

　　

遺跡番号　２２４－２４１

所 在 地　茅野市ちの１０９０番７

調査原因　個人住宅建築

調査期間　平成３１年３月８日

調査面積　１９５㎡

遺構遺物　�基礎工事は布基礎で、表土層を遺構確認面まで掘り下げてもらい観察したが、遺構は検出されなかっ

た。また、遺物の出土もなかった。
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あらいした
新井下

茅野市湖東５６５７番１、
５６５９番４

２０２１４
平成３０年４月２日 １２３ 宅地造成

なし
５９－１８ なし

まえみや
前宮

茅野市宮川２０４４、
２０４１、２０４２番地

２０２１４
平成３０年１２月４日～
６日

１０８
擁壁工事および
交流センター建設

古墳時代住居址１、
土坑３、溝址２

１２９－２５
土師器、須恵器、
カワラケ、陶磁器

こどうみ
小堂見

茅野市玉川３０７５－２、
３０７６－ロ、３０７８、
３０７９、３０８５

２０２１４
平成３０年４月２日～
３日

１３４ 宅地造成
なし

１６０－１３ なし

こどうみ
小堂見

茅野市玉川３０８０－１
２０２１４ 平成３０年１０月１６日・

１１月２６日
１８０

駐車場造成・
ガレージ建設

なし
１６０－１４ なし

こどうみ
小堂見

茅野市玉川３０８５－１
２０２１４

平成３０年１０月１５日 ７０ 個人住宅
なし

１６０－１５ なし

こどうみ
小堂見

茅野市玉川３０８５内
２０２１４

平成３０年１０月３１日 ３７ 個人住宅
なし

１６０－１６ なし

こどうみ
小堂見

茅野市玉川３０７９－２
２０２１４

平成３０年１０月３１日 ３７ 個人住宅
なし

１６０－１７ なし

こどうみ
小堂見

茅野市玉川３０７６－１、
３０７５－２

２０２１４
平成３１年１月１０日 ２６ 個人住宅

なし
１６０－１８ なし

とさやしき
土佐屋敷

茅野市本町東５０３６－
１、５３１２－１、５３１３－
１・６・８

２０２１４ 平成３０年１１月１９日
～２０日

３２ 集合住宅建築工事
なし

２１８－２ 時期不明土器、黒曜石

とくあみ
トクアミ

茅野市豊平４９４０－１
２０２１４ 平成３０年８月２８日～

３０日
１４２ 大学校舎増築工事

なし
３１７－４ なし

かみのき
神ノ木

茅野市北山字矢倉
田８８９４－１の一部

２０２１４
平成３０年６月４日 ８４ 倉庫建築

なし
５３－４ なし

かみのき
神ノ木

茅野市北山８９１２－３
２０２１４

平成３０年６月４日 ２００ 法面改良工事
なし

５３－５ なし

しもっぱら
下ッ原

茅野市北山６９１５－１７
２０２１４

平成３０年６月４日 ３７８ 法面改良工事
なし

５５－３ なし

なかはら
中原

茅野市豊平６４０－３
２０２１４ 平成３０年４月１２日～

１３日
１８ 倉庫増築

縄文住居址１
６８－４ 縄文土器、磨石

ひなたうえ
日向上

茅野市豊平５５８９－４
２０２１４

平成３１年２月１９日 ２８４ 個人住宅
なし

７４－１０ なし



いっぽんざわら
一本椹

茅野市塚原１丁目、
４２１６－１・２、４２１７－３

２０２１４
平成３０年１２月２５日 ３１８ 個人住宅

なし
１０７－７ なし

いえした
家下

茅野市ちの２５８７番
２０２１４

平成３０年４月２６日 ５５４ 個人住宅
なし

１１０－６６ なし

しもがにがわら
下蟹河原

茅野市ちの２５７４番７
２０２１４

平成３１年２月２５日 ２９２ 自動車車庫
なし

１１２－１６ なし

こがいどおり
小飼通

茅野市宮川３７０３－１、
３７ ０ ２、３７ １ ９ － ３、
３７０５－４・６

２０２１４
平成３０年１２月１８日 ４６７ 個人住宅

なし

１３４－１３ なし

みしゃぐうじ
御社宮司

茅野市宮川５８１０－１６
２０２１４ 平成３０年８月２２日～

２３日
２３２ 事務所建築

なし
１４３－２８ なし

みしゃぐうじ
御社宮司

茅野市宮川５８５０－１０
２０２１４

平成３０年１１月２７日 ２７４ 個人住宅
なし

１４３－２９ なし

はやしのみね
林の峯

茅野市宮川５０１０－１０３
・１０４

２０２１４
平成３０年１０月２日 ３７４ 防災倉庫

なし
１４７－４ なし

うえはらじょうかまち
上原城下町

茅野市ちの７７０－１、
７７０－２、７７０－４

２０２１４ 平成３１年３月９日～
２２日

４２ 個人住宅
古墳～奈良時代住居址

２２４－２４２ 土師器、須恵器

うえはらじょうかまち
上原城下町

茅野市ちの３１７番７
２０２１４

平成３０年５月２８日 ２１２ 個人住宅
なし

２２４－２３７ なし

うえはらじょうかまち
上原城下町

茅 野 市 ち の１８７０－
１、５

２０２１４
平成３０年１２月６・７日 ４１５ 個人住宅

なし
２２４－２４０ なし

うえはらじょうかまち
上原城下町

茅野市ちの１０９０番７
２０２１４

平成３１年３月８日 １９５ 個人住宅
なし

２２４－２４１ なし
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